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･iS - ((霊 )rl+ (霊 )r2)6t≧0･ (2)
位置 rlから位置 r2-向かって自然な熱流があるならば,位置rlのエントロピーは減少する.























る. このとき二つの系に共通しているのは潜熱であり,この共通性によって系 Iと系 丑は無関
係ではあり得ないのである｡以上の議論を一般的な形式にまとめると次のように書 くことがで
きよう｡ すなわち










坦 ≦O,生吐 ≧ o
dと df
( )記号はエントロピー生成の定義域を明確にするためと,その定義域で熱的接触をしている




dと dZ ･ii31･ - + (普 + 仏 土 )+ ･･･≧odt ~ dt dt













dX｡- (普 )R dt ･ (普 )idR
dJa- (砦 )Rdt ･ (蓋 )tdR




ここでもまた対流系にっいて議論する.位置 Rはその方向成分として X,Y,Zをもっれ R
の増す方向は非線形流れの方向に沿っていると決めておく｡
























01- JIXl- LlX12≧o 3日団
によって与えられ,ここでLllは現象論係数である｡ 熱力学的力xlは,熱流方向をrとして


















首 ol- J2(X,意 JIXl･ J2(Y,蒜 JIXl
d


















fdol- … 2(X)孟 olU 2(Y)意 011dt-0
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